
 

 

 

令和 6年度 市民参加手続き事後評価事業一覧 

整理

番号 
事業名等 部課等名 評価結果 

1 北広島市総合計画（第 6次）の中間見直し 企画部 企画課 適切である 

2 令和 7年度当初予算の作成 財務部 財政課 適切である 

3 景観条例の制定及び北広島市景観計画の策定 企画部 都市計画課 適切である 

4 地域防災計画及び水防計画の修正 総務部 危機管理課 適切である 

5 
北広島市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進

計画の見直し 
市民環境部 市民生活課 適切である 

6 パートナーシップ宣誓制度の制定 保健福祉部 福祉課 適切である 

7 北広島市霊園条例施行規則の一部改正 
保健福祉部 

高齢者支援課 
適切である 

8 北広島市こども計画の策定 
子育て支援部 

子ども家庭課 
適切である 

9 北広島市学童クラブ条例の改正 
子育て支援部 

子ども家庭課 
適切である 

10 北広島市住生活基本計画の策定 建設部 建設総務課 適切である 

11 学校施設適正規模・適正配置検討事業 教育部 教育総務課 適切である 

12 
北広島市特別天然記念物野幌原始林保存活用計画

の策定 

教育部 

エコミュージアムセンター 
適切である 

13 北広島市建築確認申請等手数料徴収条例の改正 建設部 建築課 適切である 

14 
北広島市建築物エネルギー消費性能向上計画等認

定等申請手数料徴収条例の改正 
建設部 建築課 適切である 

15 きたひろしま多文化共生ビジョンの策定 経済部 商工業振興課 適切である 

16 北広島市公共施設等総合管理計画の改定 財務部 契約管財課 適切である 

17 宿泊税条例の制定に向けた考え方について 財務部 税務課 適切である 

18 
札幌圏都市計画用途地域の変更（北広島団地地区容

積率の緩和） 
企画部 都市計画課 適切である 

19 北広島市手数料徴収条例の改正 企画部都市計画課 適切である 

20 エルフィンパーク運用の変更について 経済部 観光振興課 適切である 



 

 

 

21 
北広島市ゲートパーク（駅西口広場）条例及び規則

の制定 
企画部 企画課 適切である 

22 市民交流広場条例及び規則の一部改正 総務部 総務課 適切である 

23 第 3次男女共同参画プランの見直し 市民環境部 市民生活課 適切である 

24 北広島市レンタサイクル条例の廃止について 経済部 観光振興課 適切である 

 

 



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

その他 2 人

団体代表・推薦

学識経験者 2

公募市民 1 人 団体代表・推薦 2 人

学識経験者 2

公募時期

会議の公開

予算内訳

委員構成
・内訳

開催周知
方法

募集予定 令和

R6.6.1 R9.4.30

委員報酬 90,000 交通費 16,000

公募委員の
選考方法

公開 非公開

人

任期：

広報 HP 担当課窓口 ポスター

2 2

男女比、年齢構成、地域構成、委員の在期年数及び他の審
議会等の委員との兼職状況等を考慮して選考する。

男女比、年齢構成、地域構成、委員の在期年数及び他の審
議会等の委員との兼職状況等を考慮して選考する。

公募枠

公募委員の
選考方法

0

8,621

委員構成
・内訳

委員報酬 54,000 交通費

公開 非公開

大学教授

公認会計士

執行額内訳

会議の公開

令和6年4月公募時期

6

担当課窓口 ポスター

出先機関窓口 その他

2024

その他 こども会議2025

開催周知
方法

広報 HP

出先機関窓口 その他

　令和７年度の総合計画中間見直しに向けて、総合計画進行管理に係る調査等を行うとともに見直しの検討を行います。

傍聴人数

募集済

2

2 応募者数 結果

総合計画推進委員会

2 回

公募市民

その他

人

1

5 出席率 90

回数

委員人数

結果

総合計画推進委員会

回数

委員人数

令和6年12月～令和7年3月

○

○

○

開催時期

3

5

未定 未定開催時間帯開催日 開催日 平日 開催時間 15時～

回

開催時期 令和6年12月、令和7年3月

審議会等

実施する（した）手法について☑してください

実施
概要

・総合計画推進委員会：2回開催（令和6年12月19日、令和7年3月5日）し、総合計画の見直し方針や市民参加手法について検討
・市民意識調査：市内にお住まいの18歳以上の方から3,000件を無作為抽出し、9/25～10/11の期間で実施
・子ども会議：令和7年1月10日に開催し、「もしもあなたが市長だったら？」をテーマに小学生から高校生までの24名が参加

○

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

会議等の
名称

会議等の
名称

予定

実施する市民参加の手法 実施時期

整理番号

部課名

1 事業名

対象事業の
区分

北広島市総合計画（第6次）の中間見直し

企画部　企画課
(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な事項を定める
計画の策定又は変更

概要

過年度実施済 当年度 次年度以降



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

令和 令和

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

提出結果

意見の
取扱い

会議 子ども会議2025（令和7年1月予定） 会議
子ども会議2025（令和7年1月10日実施）

小学生から高校生までの24名が参加

3,000 件

回収率 1,117 回収率 37.2

配布数 配布数

回収数 回収数

未定 件

予算内訳 消耗品費56千円、通信費394千円 執行額内訳 消耗品費54千円、通信費484千円

対象者 市民 対象者 市民

1 回 1 回

予定 結果

実施時期 令和6年7月～9月 実施時期 令和6年9月25日～10月11日

実施回数

予定 結果

調査方法 未定 調査方法 紙回答

実施回数

実施にあたり
工夫すること

意見提出時期 意見提出期間

結果の
公表時期

結果の
公表時期

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

対象者 参加内訳

場所 場所

日数 日間 日数 日間

予定 結果

予算内訳 執行額内訳

担当課窓口 ポスター

出先機関窓口

開催周知
方法

その他

市民説明会

開催時期

開催内容

市民フォーラムワークショップ

広報

回

開催時間帯 開催日

その他

開催時間

参加人数 参加人数

回数 回 回数

人

その他

開催内容

人

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP

その他 出先機関窓口

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

各種市民参加手法の結果等も踏まえながら、前期計画に関する評価について議論していただき、今後の計画の見直し方針に対して、様々
な立場からご意見をいただいた。

総合計画策定時に実施した市民意識調査の際と調査項目は揃えつつ、新たにボールパーク関連、DX関連及び幸福度等について、調査項目
を追加して実施した。

会議テーマを設定する際、「もしもあなたが市長になったら？」というようなキャッチ―なテーマにすることで、会議自体への興味関心
が湧くような工夫を図った。

市民参加推進会議 担当課

アンケート調査（市民意識調査）や子ども会議を通して市民意見を聴取するとともに、令和7年度に予定している総合計画の中間見直し
における基礎資料とすることができた。

子ども会議2025

適切である 適切でないおおむね適切である

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

6 2024

整理番号 2 事業名 令和7年度当初予算の作成

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 財務部　財政課
対象事業の

区分
(12)当初予算の作成

概要
　令和7年度の予算作成にあたり、各担当部局からの予算要求段階における新規事業 (新たに取組もうとする事業など) の内
容についてパブリックコメントを実施する。

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント ○

アンケート調査

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

その他

実施
概要

令和7年度当初予算編成において、新規事業として要求のあった事業を中心に意見等を募集し、予算編成の参考とする。最終的に
予算案と、ご意見等に対する市の考えを公表する。

開催時間

回数 回 回数 回

開催時期 開催時期

開催日 開催時間帯 開催日

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民

委員人数 人 委員人数 出席率

団体代表・推薦

学識経験者

公募市民 人 団体代表・推薦 人

その他

任期： 公募枠 応募者数 結果

学識経験者 人 その他 人

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数

予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

委員報酬 交通費

ポスター
開催周知

方法

広報 HP



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

開催時間

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和6年12月15日～令和7年1月14日

日数 30 日間 日数 31 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 令和6年12月～令和7年1月 意見提出期間

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

実施にあたり
工夫すること

提出結果 1 1

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

7 2

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和 7 2
結果の

公表時期
令和

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

パブリックコメントを実施し、市民に広く意見を求めた結果、1件の意見があった。
検討の結果、案の修正には至らなかったが、今後の予算編成の参考とした。

1件の意見があり、検討の結果、案の修正は行わず予算編成を実施した。



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

6 年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

委員報酬 150,000 交通費 16,772予算内訳 委員報酬 180,000 交通費 18,360 執行額内訳

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

公募時期

募集済 募集予定 令和 5 公募時期

公募委員の
選考方法

男女比、年齢構成、地域構成、委員の在期年数及び
他の審議会等の委員との兼職状況等を考慮して面接
を実施し、選考する。

公募委員の
選考方法

男女比、年齢構成、地域構成、委員の在期年数及び
他の審議会等の委員との兼職状況等を考慮して選考
する。

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数 3

その他

令和6年4月1日～4月22日

任期： R6.6.1 所掌事務終了まで 公募枠 1 応募者数 5 結果 1

学識経験者 3 人 その他 人

93

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民 1

委員人数 10 人 委員人数 10 出席率

団体代表・推薦 4
商工会、農業委員会、自

治連合会、観光協会

学識経験者 5 大学教授、専門家

公募市民 1 人 団体代表・推薦 6 人

開催時間
①17時～19時

②15時～17時30分
③14時～16時

回数 3 回 回数 3 回

開催時期 令和6年度～令和7年度 開催時期
①令和6年7月5日、②令和7年1月30日、

③令和7年3月25日

開催日 平日 開催時間帯 日中 開催日 平日

予定 結果

会議等の
名称

北広島市景観計画策定等検討委員会
会議等の

名称
北広島市景観計画策定等検討委員会

その他 子ども会議2024 ○

実施
概要

景観計画の策定にあたり、北広島市の景観資源や景観特性、市民の景観に対する意識等を把握するため、令和5年度にはアンケー
ト調査を実施した。また、幅広い市民、有識者、関係者からの意見を反映させるため、令和6年度から令和7年度にかけて市民ワー
クショップや景観計画策定等検討委員会を実施する。策定した計画案については、パブリックコメントを実施する。

パブリックコメント ○

アンケート調査 ○

審議会等 ○ ○

市民説明会等 ○ ○

6 2024

整理番号 3 事業名 北広島市景観条例の制定及び北広島市景観計画の策定

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 企画部　都市計画課
対象事業の

区分
(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な事項を定める計
画の策定又は変更

概要

　北広島市では、ボールパークの開業や駅西口活性化事業といった事柄を契機に、これからの都市景観の在り方が関心の的と
なっています。また、カーボンニュートラルの実現など社会的な動きや、本市の良好な立地条件から、近年は太陽光発電設備
をはじめ、郊外部の開発事業が増加傾向にあり、地元住民から自然景観との調和を望む声が寄せられ、高い関心事となってい
ます。
　こうした転換期を迎えた今、住民や事業者、行政の協働による良好な景観づくりに向け、目指す景観像の共有や良好な景観
づくりの基準等を示すために、景観法に基づく景観計画を策定します。



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

提出結果

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他 無作為抽出

日数 日間 日数 日間

予算内訳
講師等謝礼：190,000円　講師等旅費：17,540円

消耗品費：40,000円　通信費：21,000円
執行額内訳

講師等謝礼：80,000円　講師等旅費：6,179円
消耗品費：3,599円　通信費：36,499円

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 30 人 参加人数 ①19　②18　③14　④18 人

対象者 18歳以上の市民（地区、年齢構成考慮） 参加内訳
一般市民（広報、HPを見て応募または無作為抽出の

案内送付者（400人）からの応募）

回数 3 回 回数 4 回

場所 北広島市役所ほか 場所 市役所、夢プラザ、芸術文化ホール

開催時間
①②④13時～16時
③9時30分～12時

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 7～11月 開催時間帯
1,2回目:13時～16時
3回目:9時30分～12時

開催日

①7月27日
②9月28日
③10月5日
④11月30日

その他 その他

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

景観計画策定等検討委員会、市民ワークショップの実施により市民意見を聞き、市民意見を反映しながら計画の策定及び条例の制定の検
討を進めている。

景観計画区域の区分や景観形成の方針等について議論していただき、景観計画の策定及び景観条例の制定にあたり、様々な立場からご意
見をいただいた。

様々な立場の方から意見を聴取するため、幅広い年代の市民の方にご参加いただいた。また、ワークショップで挙げられた意見を参考
に、景観形成の方針や景観形成を重点的に行う区域について検討している。

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人

人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円703予算内訳 委員報酬 84,000 交通費 8,000 執行額内訳 委員報酬 18,000 交通費

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数 0

担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

学識経験者 人 その他 人

指定地方行政機関、陸上
自衛隊、北海道、北海道
警察、指定公共機関、指
定地方公共機関等

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

なし

任期： 公募枠 応募者数 結果

85.7

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民

委員人数 28 人 委員人数 28 出席率

団体代表・推薦 28

学識経験者

公募市民 人 団体代表・推薦 28 人

その他

開催時間 14：00～14：40

回数 2 回 回数 1 回

開催時期 令和6年8月、9月 開催時期 令和7年1月15日

開催日 平日 開催時間帯 日中 開催日 平日

予定 結果

会議等の
名称

北広島市防災会議
会議等の

名称
北広島市防災会議

その他

実施
概要

北広島市防災会議にて、地域防災計画の修正内容を検討し、作成した原案をパブリックコメントにて市民の意見を聴取する。

パブリックコメント ○ ○ ○

アンケート調査

審議会等 ○ ○ ○

市民説明会等

6 2024

整理番号 4 事業名 北広島市地域防災計画及び水防計画の修正

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 総務部　危機管理課
対象事業の

区分
(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な事項を定める計
画の策定又は変更

概要 　上位計画である北海道地域防災計画及び水防計画の改正に伴い、北広島市地域防災計画及び水防計画の修正を行います。



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

7 1

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和 6 8
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

提出結果 2 2

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー

その他
出先機関等

行政資料コーナー
その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 令和6年10月 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和6年12月1日～令和7年1月6日

日数 30 日間 日数 37 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催時間

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

時期がずれ込んでの実施となったが、内容は適正であった

防災会議委員より計画案の内容について貴重な意見をいただくことができた。

市民視点の意見を確認することができた

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

委員報酬 126,000 交通費 4,847予算内訳 委員報酬 198,000 交通費 17,000 執行額内訳

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

公募委員の
選考方法

推進委員会委員の年齢構成、男女比率、地域バラン
スなどを総合的に勘案し、選考するものとする。

公募委員の
選考方法

推進委員会委員の年齢構成、男女比率、地域バラン
スなどを総合的に勘案し、選考するものとする。

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数

その他

令和6年5月

任期： R6.7.1 R8.6.30 公募枠 1 応募者数 1 結果 1

学識経験者 人 その他

81

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民 1

委員人数 12 人 委員人数 12 出席率

公募市民 1 人 団体代表・推薦
11

防犯、福祉、自治会、警
察、学校、PTA等

学識経験者

11 人

人

団体代表・推薦

開催時間 日中

回数 3 回 回数 3 回

開催時期 令和6年7月～令和6年12月 開催時期 令和6年7月16日、8月30日、令和7年1月16日

開催日 平日 開催時間帯 日中 開催日 平日

予定 結果

会議等の
名称

北広島市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進会議
会議等の

名称
北広島市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進会議

その他

実施
概要

有識者や関係者、市民等による様々な視点からの意見を反映させるための審議会を開催するとともにパブリックコメントを行い広
く市民の意見を聞く。

パブリックコメント ○

アンケート調査

審議会等 ○

市民説明会等

6 2024

整理番号 5 事業名 北広島市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進計画の見直し

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 市民環境部　市民生活課
対象事業の

区分
(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な事項を定める
計画の策定又は変更

概要

 「北広島市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進計画」は、北広島市犯罪のない安全で安心なまちづくり条例第8条に基づ
き策定する計画で、安全で安心なまちづくりに対する施策を総合的かつ計画的に推進するために策定したものです。
　今回の見直しは、令和2年度から開始した現行の第3次計画の計画期間が令和6年度で満了になることに伴い、令和7年度を初
年度とする推進計画を見直し策定するものです。



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

6 11

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和 6 11
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

提出結果 0 0

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 令和6年10月1日～10月30日 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和6年10月1日～10月31日

日数 30 日間 日数 31 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催時間

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

犯罪のない安全で安心なまちづくり推進会議及びパブリックコメントにより市民参加機会を設けながら計画を策定した。

計画策定にあたり、安全で安心なまちづくりに向けて関連する各分野それそれの立場から様々な意見をいただいた。

概要版を作成し分かりやすい資料作りに努めた。

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

委員報酬 24,000 交通費 2,550予算内訳 委員報酬 30,000 交通費 3,000 執行額内訳

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

公募委員の
選考方法

応募者から提出された小論文や推進委員会委員の年
齢構成、男女比率、地域バランスなどを総合的に勘
案し、選考するものとする。

公募委員の
選考方法

応募者から提出された小論文や推進委員会委員の年
齢構成、男女比率、地域バランスなどを総合的に勘
案し、選考するものとする。

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数

その他

令和5年10月

任期： R5.11.26 R8.11.25 公募枠 1 応募者数 2 結果 1

学識経験者 2 人 その他 人

83

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民 1

委員人数 6 人 委員人数 6 出席率

団体代表・推薦 3 商工業、福祉、教育

学識経験者 2
行政相談委員、
人権擁護委員

公募市民 1 人 団体代表・推薦 3 人

開催時間 夜間

回数 1 回 回数 1 回

開催時期 令和6年6月 開催時期 令和6年6月12日

開催日 平日 開催時間帯 夜間 開催日 平日

予定 結果

会議等の
名称

北広島市男女共同参画推進委員会
会議等の

名称
北広島市男女共同参画推進委員会

その他

実施
概要

有識者や関係者、市民等による様々な視点からの意見を反映させるための審議会を開催するとともにパブリックコメントを行い
広く市民の意見を聞く。

パブリックコメント ○

アンケート調査 ○

審議会等 ○ ○

市民説明会等

6 2024

整理番号 6 事業名 パートナーシップ宣誓制度の制定について

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 市民環境部　市民生活課
対象事業の

区分
(13)その他市の機関が市民参加の必要があると認めるもの

概要

　パートナーシップ宣誓制度は、性的マイノリティの方の意思に寄り添いその関係を尊重し、日常生活における困難や生きづ
らさの軽減を図るものであり、全国的にも導入する自治体が急速的に増えているところです。
　制度導入により多様な性のあり方への理解が一層深まることからも、一人一人が互いの人権を尊重し、誰もが自分らしく生
きることができる社会の実現に向け、本市においても上記制度を導入します。（要綱による規定）



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

6 5

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和 6 5
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

概要版を作成する等、わかりやすい資料作成に努め
る

提出結果 4 1

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー

その他
出先機関等

行政資料コーナー
その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 令和6年4月1日～4月30日 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和6年4月1日～4月30日

日数 30 日間 日数 30 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催時間

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

アンケート調査（前年度実施）、男女共同参画推進委員会、パブリックコメントの様々な方法で市民意見を聞き制度導入を行った。

制度導入による理解促進への期待や引き続きの啓発の必要性など、様々な立場からご意見をいただいた。

概要版を作成し分かりやすい資料作りに努めた。制度案に関連する意見が5件あり、今後の参考とした。

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

委員報酬 交通費予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数

その他

任期： 公募枠 応募者数 結果

学識経験者 人 その他

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民

委員人数 人 委員人数 出席率

公募市民 人 団体代表・推薦

学識経験者

人

人

団体代表・推薦

開催時間

回数 回 回数 回

開催時期 開催時期

開催日 開催時間帯 開催日

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

その他

実施
概要

本市では、ライフスタイルの多様化や家族観の変化に伴い、葬送に対する考え方や墓地所有形態も多様化していることを踏ま
え、墓地使用者及び墓を所有していない方を対象に、今後のニーズ把握するため、アンケート調査を実施した。

パブリックコメント ○

アンケート調査 ○

審議会等

市民説明会等

6 2024

整理番号 7 事業名 北広島市霊園条例施行規則の一部改正

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 市民環境部　環境課
対象事業の

区分
(9)公共施設の利用方法について定める条例及び規則の制定、改
正又は廃止

概要
　現在、北広島霊園の貸付区画は自由墓地（4㎡、6㎡、9㎡、12㎡、16㎡）及び芝生墓地（4㎡、6㎡）、合葬墓となっていま
すが、家族形態の核家族化等により、合葬墓への応募が多い傾向にあります。
　今後、多様化する墓のニーズを把握し、安定した長期的な運用を目的として、規則を改正します。



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

58.2
37.2

通信費123,979円（1,000通及び返信分412通分）

①291件（うちWeb回答26件）
②186件（うちWeb回答39件）

対象者 北広島霊園使用者 対象者

配布数 400 件 配布数

北広島市霊園使用者及び墓を所有していない者

①霊園使用者500件
②霊園利用者ではない者500件

件

予算内訳 通信費：84円×400通＝33,600円 執行額内訳

回収数 200 回収率 50.0 回収数 回収率

実施時期 未定 実施時期

実施回数 1 回 実施回数

令和6年10月

1 回

予定 結果

調査方法 書面又はWebによる回答 調査方法

結果の
公表時期

令和
結果の

公表時期
令和

書面又はWebによる回答

実施にあたり
工夫すること

・関係機関に対し、パブリックコメントの実施を通
知するなど、周知を図る。

提出結果

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー

その他
出先機関等

行政資料コーナー
その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 未定 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

日数 30 日間 日数 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催時間

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

持続可能な霊園運営や市民ニーズの把握するため、霊園利用者及び霊園使用者ではない者を対象にアンケート調査を実施し、霊園利用者
からは5割を超える方、霊園利用者ではない者から3割を超える方から回答があり、利用者ニーズの把握に努めることができた。

　規則改正に向けて、更なる検討が必要になったため規則改正に向けたパブリックコメントを実施しなかった。

　霊園利用者及び霊園利用していない者から霊園に関するニーズ把握することができた。郵送での回答に加え、Webによる回答できるよ
うにしたことで、多くの方から回答を得ることができた。

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

児童養護施設、小中学校、幼
稚園、認定こども園、児童委
員、学童クラブ、子育て支援

団体

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

委員報酬 222,000 交通費 11,959予算内訳 委員報酬 420,000 交通費 42,000 執行額内訳

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

公募委員の
選考方法

小作文による選考
公募委員の
選考方法

公募市民については、男女比、年齢構成、市の子ど
も・子育て施策への意見、他の審議会等の委員との
兼職状況等を考慮して選考。

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数 3

令和5年度募集済み

任期： R5.4.1 R10.3.31 公募枠 2 応募者数 3 結果 2

学識経験者 1 人 その他

80

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民 2

委員人数 10 人 委員人数 10 出席率

公募市民 2 人 団体代表・推薦
7

学識経験者 1 大学

7 人

人

団体代表・推薦

その他

開催時間 夜間

回数 7 回 回数 5 回

開催時期 令和6年5月～令和7年3月 開催時期 令和6年6月～令和7年3月

開催日 平日 開催時間帯 夜間 開催日 平日

予定 結果

会議等の
名称

こども施策審議会
会議等の

名称
こども施策審議会

その他 こども施策審議会にかかる高校生オブザーバーの実施 ○ ○

実施
概要

北広島市こども計画は、こどもや若者の状況やニーズをより的確に踏まえた実効性のある計画とするため、計画の対象となるこど
もや子育て当事者等の意見を幅広く聴取して反映させることが必要である。そのため、令和5年度にこどもや保護者へのアンケー
トを実施したほか、公募市民を含む「こども施策審議会」による審議とともに、幅広い市民から意見を求める「パブリックコメン
ト」の市民参加手続きを行った。

パブリックコメント ○

アンケート調査 ○

審議会等 ○ ○

市民説明会等

6 2024

整理番号 8 事業名 北広島市こども計画の策定

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 子育て支援部　子ども家庭課
対象事業の

区分
(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な事項を定める計
画の策定又は変更

概要
　国が策定する「こども大綱」を勘案し、現行の「北広島市子ども・子育て支援プラン」と「北広島市子どもの権利に関する
推進計画」を統合した「北広島市こども計画」を策定します。



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

こども施策審議会
にかかる高校生オ
ブザーバーの実施

こども基本法に基づくこどもの意見聴取のため、市
内の高校生計4名にこども施策審議会の録画映像を視
聴してもらい、意見・感想をいただいた。

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

7 3

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和 6 未定
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

関係機関にパブリックコメント実施について周知す
る。

提出結果 10 3

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 令和6年未定 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和7年2月1～3月3日

日数 30 日間 日数 31 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催時間

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

令和5年度及び6年度に市内の高校生2名ずつ、計4名にこども施策審議会の録画映像を視聴してもらい、意見・感想をいただいた。意見を
計画へ反映した。

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

こども施策審議会（子ども・子育て会議）やパブリックコメント等の様々な方法で市民の意見を聞くことができたため、これらを踏まえ
て市民意見を反映したこども計画を策定できた。

子ども・子育て支援プランに関する事業や子育て施策の推進について、様々な立場から意見をいただいた。

提出いただいた10件は計画案に付随した要望であったため、計画案は修正しなかった。

こども施策審議会にかかる高校生オブザーバーの実施

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

委員報酬 交通費予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数

その他

任期： 公募枠 応募者数 結果

学識経験者 人 その他

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民

委員人数 人 委員人数 出席率

公募市民 人 団体代表・推薦

学識経験者

人

人

団体代表・推薦

開催時間

回数 回 回数 回

開催時期 開催時期

開催日 開催時間帯 開催日

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

その他

実施
概要

該当する各学童クラブの利用児童の保護者向けに説明を行うとともに、パブリックコメントを行い広く市民の意見を聞く。

パブリックコメント ○

アンケート調査

審議会等

市民説明会等 ○

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 子育て支援部　子ども家庭課
対象事業の

区分
(9)公共施設の利用方法について定める条例及び規則の制定、
改正又は廃止

概要

　各学童クラブの近年の入所人数の増減に伴い、以下のとおり学童クラブ条例及び同施行規則を改正します。
・大曲学童クラブについて、児童の増加に伴い、大谷むつみ認定こども園旧園舎を改修し移転、2クラスから3クラスに増や
し、定員拡大
・東部学童クラブについて、児童の増加に伴い、新たに東部第二学童クラブを整備し、分離
・西部第二学童クラブについて、児童の減少に伴い、西部学童クラブに統合し、廃止

6 2024

整理番号 9 事業名 北広島市学童クラブ条例の改正



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

6 8

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和 6 9
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

・関係機関に対しパブリックコメントの実施を通知
するなど周知に努める

提出結果 0 0

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他 関係機関に周知

出先機関等
行政資料コーナー その他 関係機関に周知

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 令和6年7月～8月 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他
保護者宛て案内

通知等
出先機関窓口 その他

オンラインツール、
保護者宛て案内通知

令和6年7月1日～7月31日

日数 30 日間 日数 31 日間

予算内訳 執行額内訳 0円

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 30 人 参加人数
対象地域学童クラブ利用世帯、次年度新一年

生世帯が対象（視聴者数不明）
人

対象者 大曲・西部・西部第二学童クラブ利用児童の保護者 参加内訳 大曲・東部・西部学童クラブ利用児童の保護者等

回数 2 回 回数 1 回

場所 大曲学童クラブ、西部学童クラブ 場所 オンライン

開催時間 オンライン

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 7月 開催時間帯 19：00～20：00 開催日 7月

その他 保護者説明会 その他 保護者への説明

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

保護者へのオンライン形式による説明やパブリックコメントなど複数の方法で市民意見を聞く機会を設け、条例等の改正作業をすること
ができた。

結果的には意見は出なかったが、学童クラブの運営委託先事業者のオンラインツールを有効に活用することができた。

結果的には意見は出なかった。

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

6 年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

商工会、消費者協会、自
治連合会、建築・建設関

係団体

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

委員報酬 120,000 交通費 11,000予算内訳 委員報酬 180,000 交通費 30,000 執行額内訳

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

公募時期

募集済 募集予定 令和 4 公募時期

公募委員の
選考方法

男女比、年齢構成、地域構成、委員の在期年数及び
他の審議会等の委員との兼職状況等を考慮して選考
する。

公募委員の
選考方法

住生活に関して普段感じていることや意見など（４
００字程度）の提出によって選考する。

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数 0

2

令和6年4月1日～令和6年4月15日

任期： 令和6年6月 令和7年3月 公募枠 1 応募者数 1 結果 1

市職員
学識経験者 1 人 その他 3

86.7

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民 1

委員人数 10 人 委員人数 10 出席率

公募市民 1 人 団体代表・推薦
6

学識経験者 1 大学教授

5 人

人

団体代表・推薦

その他

開催時間 日中

回数 3 回 回数 3 回

開催時期 令和6年7月～令和7年2月 開催時期 令和6年7月～令和7年2月

開催日 平日 開催時間帯 夜間 開催日 平日

予定 結果

会議等の
名称

北広島市住生活基本計画策定検討委員会
会議等の

名称
北広島市住生活基本計画策定検討委員会

その他

実施
概要

北広島市の住生活・住環境形成に向けた今後10年間の施策の方向性を決めるための基礎資料として市民意識や実態を把握する必
要があることからアンケート調査を実施する。また、有識者や関係者、市民等による様々な視点からの意見を反映させるための
策定検討委員会を通して計画案を作成し、最後にパブリックコメントを行い広く市民の意見を聞く。

パブリックコメント ○

アンケート調査 ○

審議会等 ○

市民説明会等

6 2024

整理番号 10 事業名 北広島市住生活基本計画の策定

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 建設部　建設総務課
対象事業の

区分
(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な事項を定める計
画の策定又は変更

概要
　現行計画の計画期間が満了することに伴い、国や北海道が策定した新たな住生活基本計画などの住宅政策の動向のほか、北
広島市の社会情勢などを考慮した新たな「北広島市住生活基本計画」の策定を行います。



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

回収率 34.3

予算内訳 執行額内訳 郵便料80,853円

回収数 385 回収率 35.0 回収数 377

対象者 市内在住者 対象者 市内在住者

配布数 1,100 件 配布数 1,100 件

実施時期 令和6年7月 実施時期 令和6年7月1日～7月21日

実施回数 1 回 実施回数 1 回

7 2

予定 結果

調査方法 WEB方式 調査方法 WEB方式

結果の
公表時期

令和 7 2
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

・関係機関に対し、パブリックコメントの実施を通
知するなど、周知を図る。

提出結果 8 3

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー

その他
出先機関等

行政資料コーナー
その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 令和6年12月～令和7年1月 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和7年1月6日～2月4日

日数 30 日間 日数 30 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催時間

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

アンケート調査、住生活基本計画策定検討委員会、パブリックコメントの様々な方法で市民意見を聞き、市民意見を反映した計画を策定
することができた。

住生活や住環境に関する課題やこれまでの取り組みに関する評価について議論していただき、今後の施策の推進に対して、様々な立場か
らご意見をいただいた。

概要版を作成し分かりやすい資料作りに務めた。8件の意見に基づき、計画案の検討を行った。

市民の意向や実態を把握し、計画策定の基礎資料とすることができた。インターネット回答のほか、希望者にはアンケート用紙での回答
ができるようにした結果、回答率は予定よりも高かった。

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

4 年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

学識経験者 2 人 その他 1 人

団体代表・推薦 10
公募市民 1 人 団体代表・推薦 10

1

概要

整理番号

部課名

11 事業名

対象事業の
区分

学校施設適正規模・適正配置検討事業

教育部　教育総務課 (8)公共施設の設置に係る計画の策定、変更又は廃止

開催日

過年度実施済 当年度 次年度以降

開催時期 令和6年5月

審議会等

会議等の
名称

会議等の
名称

開催時期

○

北広島市立学校適正配置等審議会

平日 開催時間 18時30分～

実施する市民参加の手法 実施時期

予定 結果

実施する（した）手法について☑してください

○

○

有識者や関係者、市民等による様々な視点からの意見を反映させるための審議会を開催する。西部地区義務教育学校設置に向け
て、市民説明会等を実施する。

4

14

未定 夕方開催時間帯

北広島市立学校適正配置等審議会

開催日

○

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査 ○

回数

委員人数

令和6年5月～

○

○

実施
概要

2024

その他

開催周知
方法

広報 HP

出先機関窓口 その他

　小中学校の少人数化・単学級化及び学校施設の老朽化を踏まえ、学校施設の適正規模・適正配置に向け、多角的な視点から
検討し、取組を実施します。

委員構成
・内訳

1

男女比、年齢構成、地域構成、委員の在期年数、小・中学
校に通う児童生徒との関わり及び他の審議会等の委員との
兼職状況等を考慮して選考する。

男女比、年齢構成、地域構成、委員の在期年数、小・中学
校に通う児童生徒との関わり及び他の審議会等の委員との
兼職状況等を考慮して選考する。

公募枠

公募委員の
選考方法

0傍聴人数

令和5年度募集済み

13 出席率 92.3

6

出先機関窓口 その他

回数

委員人数

4

回 1 回

公募市民

その他

人

学校、PTA

学識経験者 2

人

令和

R7.5.30

募集済 公募時期

執行額内訳

担当課窓口 ポスター

任期：

担当課窓口 ポスター

3,441

会議の公開

委員報酬 42,000 交通費

広報 HP

R5.6.1

公開 非公開

1

公開

1 応募者数 結果

公募時期

会議の公開

予算内訳

委員構成
・内訳

開催周知
方法

非公開

委員報酬 216,000 交通費 42,000

募集予定

公募委員の
選考方法



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

HP

その他 その他 チラシ

開催内容

回

午前・夕方

市民フォーラム

予定 結果

参加人数

回数 2～3 回 回数

開催時期

開催内容

開催時間

市民説明会 ワークショップ

その他

出先機関窓口

7

令和6年5月～ 開催時間帯 夕方 開催日 令和6年4月～

開催周知
方法

その他

市民説明会 市民フォーラムワークショップ

広報 HP 担当課窓口 ポスター

参加人数

日間

対象者 参加内訳

場所 未定 場所 西部地区

未定 人 210

予定 結果

対象地域住民、保護者等 対象地域住民、保護者等

予算内訳 - 執行額内訳

担当課窓口 ポスター

人

出先機関窓口

開催周知
方法

広報

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

日数 30 日間 日数

実施にあたり
工夫すること

・関係機関に対し、パブリックコメントの実施を通
知するなど、周知を図る。
・募集前に市民説明会を開催し、意見を出しやすい
環境づくりに努める。

意見提出時期 令和7年1～2月 意見提出期間 未実施

結果の
公表時期

結果の
公表時期

実施時期 令和6年5～6月 実施時期 令和6年10月

ポスター

出先機関等
行政資料コーナー

その他 関係機関に通知
出先機関等

行政資料コーナー
その他

電子申請

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口

実施回数

予定 結果

調査方法 紙媒体もしくは電子申請 調査方法

1 回 1 回実施回数

対象者 西部小・中学校に在籍する児童生徒及びその保護者、教職員 対象者 西部小・中学校に在籍する児童生徒

回収率 94.2

配布数 配布数

回収数 回収数

340 件 120 件

回収率120 35.3 113

予定 結果

予算内訳 - 執行額内訳 -

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

提出結果

意見の
取扱い

令和 7 2 令和



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

西部地区以外の他の地区において議論を進めることについて意見を聞くことができ、他地区の学校施設の適正規模・適正配置に向け、今
後さらに議論を進めていく。

適切である 適切でないおおむね適切である

【評価結果】

よりよい教育環境を整備するための北広島市立学校の配置等の在り方についての答申いただいた。

誰でも参加しやすいように日中と夜間に開催した。

実施なし（令和7年度に先送り）

こども向けに説明会を行い、回答しやすいようアンケート内容を工夫した。

適切である おおむね適切である 適切でない

市民参加推進会議 担当課



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

委員報酬 72,000 交通費 12,846予算内訳 委員報酬 210,000 交通費 40,265 執行額内訳

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

-

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数 1

その他

-

任期： 公募枠 - 応募者数 - 結果 -

学識経験者 5 人 その他

85

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民

委員人数 7 人 委員人数 7 出席率

公募市民 人 2
2

北広島森林ボランティ
ア、幼稚園副園長

学識経験者 5 大学教授、自然保護監視員

団体代表・推薦 人

人

団体代表・推薦

開催時間
①14：00～15：30
②15：00～16：45

回数 3 回 回数 2 回

開催時期 令和6年4月～11月 開催時期 令和6年4月～8月

開催日 未定 開催時間帯 未定 開催日
①4月24日
②8月30日

予定 結果

会議等の
名称

北広島市特別天然記念物
野幌原始林保存活用計画検討委員会

会議等の
名称

北広島市特別天然記念物
野幌原始林保存活用計画検討委員会

その他

実施
概要

専門家や関係者による様々な視点からの意見を反映させるための審議会を開催するとともに、自然関係の活動を行っている市民団
体を対象としたワークショップを実施し、計画推進にかかる連携協力体制を含めた計画内容にかかる意見交換を行う。最後にパブ
リックコメントを行い、広く市民の意見を聞く。

パブリックコメント ○

アンケート調査

審議会等 ○ ○

市民説明会等 ○

6 2024

整理番号 12 事業名 北広島市特別天然記念物野幌原始林保存活用計画の策定

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 教育部　エコミュージアムセンター
対象事業の

区分
(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な事項を定める
計画の策定又は変更

概要

　本計画は、本市に所在し、国の特別天然記念物の指定を受けている野幌原始林について、令和2年度から4年度までの3年間
で行った調査結果を踏まえて、100年以上にわたり保全してきた既指定地と、森林回復の途上にある追加指定地の２つの指定
地において、時々刻々変化する針葉樹や広葉樹の林相等を適切に保全・保護・再生していくための手法や、より良い活用の方
向性を示すことを目的として策定するものです。



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

6 11

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和 6 11
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

・関係機関に対し、パブリックコメントの実施を通
知するなど、周知を図る。

提出結果 3 2

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 令和6年7月 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他
自然関係の活動を行って

いる団体へ参加依頼 出先機関窓口 その他
自然関係の活動を

行っている団体へ参
加依頼

令和6年7月1日～7月31日

日数 30 日間 日数 31 日間

予算内訳 ワークショップ委託費320,000円 執行額内訳 ワークショップ委託費320,000円、講師謝礼20,000円

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 17 人 参加人数 17 人

対象者
野幌原始林の関係者、森林の保全活動に関わりのある方、
公募（予定）

参加内訳 野幌原始林の関係者、森林の保全活動に関わりのある方

回数 3 回 回数 3 回

場所 広葉交流センター他 場所
広葉交流センター、特別天然記念物野幌原始林、広

島幼稚園(やかましの森)

開催時間
①、③13:30～17:20

②9:30～13:00

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 令和6年5月～6月 開催時間帯
1,3回目 13:30～17:20
2回目 9:30～13:00

開催日
①5月18日
②6月14日
③6月30日

その他 その他

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

北広島市特別天然記念物野幌原始林保存活用計画検討委員会、ワークショップ、パブリックコメントの様々な方法で市民と専門家からの
意見を聞き、特別天然記念物野幌原始林保存活用計画を策定することができた。

野幌原始林の現状と課題の分析を行い、計画策定にあたって、保存と活用の方針について様々な立場からご意見をいただいた。

ワークショップを開催し、計画の素案について説明したうえで現地見学を行い、意見交換を行た。参加者は、日ごろ自然や森林に関わる
活動をしている市民団体に依頼し、今後の森林調査への市民団体の関わり方などの意見をいただき、計画に反映させた。

概要版を作成し分かりやすい資料作りに務めた。提出された3件の意見、および市民以外の1団体からの意見に基づき、計画内の一部の表
現を修正した。

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

その他

傍聴人数

委員報酬 交通費予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

担当課窓口 ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

委員人数 人 委員人数 出席率

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

任期： 公募枠 応募者数 結果

開催時間

回数 回 回数 回

開催時期 開催時期

開催日 開催時間帯 開催日

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

その他

実施
概要

市民参加条例第５条第１号により、手数料条例の改正は、市民参加を求める事項となっている。
そのため、幅広い市民から意見を求める「パブリックコメント」の市民参加手続きを行い改正する必要がある。

パブリックコメント ○

アンケート調査

審議会等

市民説明会等

6 2024

整理番号 13 事業名 北広島市建築確認申請等手数料徴収条例の改正

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 建設部　建築課
対象事業の

区分
(6)分担金、使用料及び手数料の徴収について定める条例の制
定、改正又は廃止

概要
　建築基準法が改正され、市が取り扱う事務の範囲が変更となることに伴い、北広島市建築確認申請等手数料徴収条例の改正
を行う。



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

7 2

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和 7 2
結果の
公表時期

令和

実施にあたり
工夫すること

パブリックコメントの実施を広報するなど、意見を
出しやすい環境づくりに努める。

提出結果 0 0

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 令和6年12月～令和7年1月 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和6年12月25日～令和7年1月24日

日数 30 日間 日数 31 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催時間

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

パブリックコメントを通じて市民の意見を伺ったが、意見は無かった。

意見の募集に関してはワンシートに概要を収めるなどわかりやすい資料を作成した。

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

委員報酬 交通費予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数

その他

任期： 公募枠 応募者数 結果

学識経験者 人 その他

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民

委員人数 人 委員人数 出席率

公募市民 人 団体代表・推薦

学識経験者

人

人

団体代表・推薦

開催時間

回数 回 回数 回

開催時期 開催時期

開催日 開催時間帯 開催日

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

その他

実施
概要

市民参加条例第５条第１号により、手数料条例の改正は、市民参加を求める事項となっている。
そのため、幅広い市民から意見を求める「パブリックコメント」の市民参加手続きを行い改正する必要がある。

パブリックコメント ○

アンケート調査

審議会等

市民説明会等

6 2024

整理番号 14 事業名 北広島市建築物エネルギー消費性能向上計画等認定等申請手数料徴収条例の改正

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 建設部　建築課
対象事業の

区分
(6)分担金、使用料及び手数料の徴収について定める条例の制
定、改正又は廃止

概要
　建築物のエネルギー消費性能の向上等に関する法律が改正され、原則全ての住宅・建築物について省エネ基準への適合が義
務付けられることに伴い、北広島市建築物エネルギー消費性能向上計画等認定等申請手数料徴収条例の改正を行います。



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

市民参加推進会議 担当課

予定 結果

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

7 2

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和 7 2
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

パブリックコメントの実施を広報するなど、意見を
出しやすい環境づくりに努める。

提出結果 0 0

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 令和6年12月～令和7年1月 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和6年12月25日～令和7年1月24日

日数 30 日間 日数 31 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催時間

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

予定 結果



【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

パブリックコメントを通じて市民の意見を伺ったが、意見は無かった。

掲載資料は黄緑を基調とし、温かみがあり読みやすいものを作成した。

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人

人 （ ）

人 （ ）

人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

■ 市民説明会等

団体代表・推薦

6 2024

整理番号 15 事業名 きたひろしま多文化共生ビジョンの策定

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 経済部　商工業振興課
対象事業の

区分
(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な事項を定める
計画の策定又は変更

概要

　平成３０年に訪日外国人旅行者数及び外国人労働者数が過去最高を記録したことに伴い、令和元年に多文化共生に向けた
「北広島市における外国人の受け入れ・共生に向けた考え方」を作成し、令和３年～令和５年にかけては商工業振興課にて多
文化共生推進事業を実施しました。本事業の今後の在り方について外部有識者を招集し、きたひろしま多文化共生ビジョンの
策定を行います。

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント ○

アンケート調査 ○

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

その他 きたひろしま多文化共生施策懇話会 ○

実施
概要

外国人住民が増加傾向にある中で、だれもが安心して暮らすことができる多文化共生社会の推進を図るため、多文化共生ビジョ
ンを策定する。策定にあたり、施策等を検討する際の参考とするため、有識者や関係者、市民等で構成した多文化共生施策懇話
会を開催するとともに、外国人住民の実態やニーズを把握するため、アンケート調査を実施する。最後にパブリックコメントを
行い広く市民の意見を聞く。

開催時間

回数 回 回数 回

開催時期 開催時期

開催日 開催時間帯 開催日

委員構成
・内訳

委員構成
・内訳

公募市民

委員人数 人 委員人数 出席率

公募市民 人 団体代表・推薦

学識経験者

人

学識経験者
その他

任期： 公募枠 応募者数 結果

人 その他 人

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開

その他

傍聴人数

予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

委員報酬 交通費

ポスター
開催周知

方法

広報 HP



（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

件 ％ 件 ％

■ その他

４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

予定 結果

開催時間

開催内容
市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容
市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

ポスター 開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和7年1月6日～2月4日

日数 31 日間 日数 30 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 令和6年10月1日～31日 意見提出期間

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

実施にあたり
工夫すること

趣旨や内容がわかりやすい資料づくりに努める。

提出結果 3 3

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

7 2

予定 結果

調査方法 調査方法 書面回答

結果の
公表時期

令和 6 11
結果の

公表時期
令和

実施時期 実施時期 令和6年8月～9月

実施回数 回 実施回数 1 回

対象者 対象者
外国人を雇用している市内12事業所に勤務する

外国人労働者

配布数 件 配布数 122 件

回収率 93.0

予算内訳 執行額内訳 0円

回収数 回収率 回収数 113

予定 結果

きたひろしま
多文化共生施

策懇話会

現状、課題及びニーズを把握する必要があるため、
公募市民を含む懇話会による協議を実施

（7,9,11月予定）

きたひろしま
多文化共生施

策懇話会

現状、課題及びニーズを把握する必要があるため、
公募市民2名を含む懇話会による協議を実施

（公募市民、大学教授、市内事業所、国際交流関係
団体で構成、8,10,11月開催）

予定 結果

実施時期 実施時期 令和6年8月～9月

回 1 回

調査方法 調査方法 インターネット回答

予算内訳

実施回数 実施回数

対象者

執行額内訳 0円

回収数

星槎道都大学留学生

件 （大学の一斉送信メール） 件

回収率 回収数 9 回収率

対象者

配布数 配布数



【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない

多文化共生施策懇話会を3回開催し、多文化共生ビジョンに係る施策等について、有識者や市民等の意見を反映することができた。

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

アンケート調査、多文化共生施策懇話会、パブリックコメントの様々な方法で市民等の意見を聞き、意見を反映したプランを策定するこ
とができた。

3件の意見の提出があったが、参考意見とし計画には取り入れなかった。

外国人住民の実態や各種ニーズを把握し、プラン策定の基礎資料とすることができた。



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人 人

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

審議会等 ○ ○

6 2024

整理番号 16 事業名 公共施設等総合管理計画改定事業

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 財務部契約管財課
対象事業の

区分
(8)公共施設の設置に係る計画の策定、変更又は廃止

概要 平成28年度策定の北広島市公共施設等総合管理計画について、計画期間が10年間となっているため、改定を行います。

市民説明会等 ○

パブリックコメント ○

アンケート調査 ○

実施
概要

計画策定にあたり、有識者や関係者、市民等による様々な視点からの意見を反映させるための策定検討委員会を開催するととも
に、市民からの意見を次期計画の参考とするため、市民アンケート調査を実施した。

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

北広島市公共施設等総合管理計画策定検討委員会

その他

開催時間 18時～19時半

回数 回 回数 1 回

開催時期 開催時期 令和7年2月27日

開催日 開催時間帯 開催日 平日

100

委員構成
・内訳

公募市民

委員構成
・内訳

公募市民 1

団体代表・推薦

委員人数 人 委員人数 9 出席率

その他

団体代表・推薦 6

学識経験者

商工会、金融機関、公認
会計士、PTA連合会、校

長会、自治連合会

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

その他

任期： 公募枠

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

学識経験者 2 大学教授

令和7年1月1日～1月24日

1～2 応募者数 2 結果 1

その他

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

選考採点表に基づいて採点した結果が最も高得点だった
ものを選考するが、他の委員構成に応じ、性別・年齢・
所属団体等のバランスも考慮

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開 傍聴人数 1

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP

委員報酬 30,000

担当課窓口

交通費 3,800予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

ポスター



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

開催時間

予定 結果

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

日数 日間 日数 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 意見提出期間

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

実施にあたり
工夫すること

提出結果

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

予定 結果

調査方法 調査方法 オンライン回答（紙による提出も可）

結果の
公表時期

令和
結果の
公表時期

令和

実施時期 実施時期 令和7年1月24日～2月21日

実施回数 回 実施回数 1 回

対象者 対象者
令和7年1月1日現在で北広島市に住民登録のある世帯

主から無作為通出

配布数 件 配布数 1,100 件

回収率 33.3

予算内訳 執行額内訳 通信料128円×1,100通＝140,800円

回収数 回収率 回収数 366

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

計画策定検討委員会、市民アンケート調査を実施したことで、有識者や関係者、市民等による様々な視点からのご意見を参考にしながら
検討を行うことができた。

計画の策定方針や今後の在り方等について議論していただく中で、各委員から様々な立場でのご意見をいただいた。

市民の意見や実態を把握し、検討の参考資料とすることができた。オンライン回答のほか、紙での回答も可としたことで、予定していた
回答率は得ることができた。



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人 人

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

6 2024

整理番号 17 事業名 宿泊税条例の制定に向けた考え方について

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 財務部税務課 対象事業の 区分
(4)法定外普通税及び法定外目的税の賦課徴収について定める規
定の制定、改正又は廃止

概要
観光の振興を図る施策に要する費用に充てるための財源として、北広島市の宿泊施設に宿泊される方に対して課税する宿泊税
（法定外目的税）の導入に向けて条例を制定します。

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント ○

アンケート調査

実施
概要

宿泊税（法定外目的税）の導入に向けて条例を制定するに当たり、学識経験者や宿泊事業者などで構成される懇話会を開催し、導
入した場合の具体的な制度設計等について検討を進め、最後にパブリックコメントにより広く市民の意見を聞く。

予定 結果

会議等の 名称 会議等の 名称

その他 北広島市宿泊税に関する懇話会 ○

開催時間

回数 回 回数 回

開催時期 開催時期

開催日 開催時間帯 開催日

93.9

委員構成 ・内訳

公募市民

委員構成 ・内訳

公募市民

団体代表・推薦

委員人数 人 委員人数 出席率

その他

団体代表・推薦

学識経験者

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

その他

任期： 公募枠

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

学識経験者

応募者数 結果

その他

公募委員の 選考方法 公募委員の 選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開 傍聴人数 1

開催周知 方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター

開催周知 方法

広報 HP

委員報酬

担当課窓口

交通費予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

ポスター



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

開催時間

予定 結果

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

ポスター

開催周知 方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和6年10月1日から10月31日まで

日数 日間 日数 31 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知 方法

広報 HP 担当課窓口

開催周知 方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター

開催周知 方法

意見提出時期 意見提出期間

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

実施にあたり工夫すること

提出結果 3 3

意見の 取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

6 11

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の 公表時期 令和 結果の 公表時期 令和

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

予定 結果

北広島市宿泊
税に関する懇

話会

宿泊税（法定外目的税）の導入に向けて条例を制定す
るに当たり、学識経験者や宿泊事業者などで構成され
る懇話会を開催（5，6，8月）



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない

導入した場合の具体的な制度設計等について議論していただき、学識経験者、市内宿泊事業者並びに観光及び経済団体の方からご意見をい
ただいた。

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

北広島市宿泊税に関する懇話会及びパブリックコメントにより、市民からの意見を聞き、制度設計等について検討を進めることができた。

制度設計等についての概要資料を作成し、意見を募集した。3件の意見提出があり、うち2件は賛成、うち1件は付随した要望だったため、
今後の参考とした。

北広島市宿泊税に関する懇話会



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人 人

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

■ 市民説明会等

予定 結果

予算内訳 委員報酬 交通費

開催時期 開催時間帯 開催日
①令和7年2月4日
②令和7年2月6日

開催時間 18時30分～20時00分

担当課窓口 ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

委員報酬 交通費

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP

執行額内訳

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開 傍聴人数

その他 その他

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

任期： 公募枠 応募者数 結果

委員人数 人 委員人数 出席率

委員構成
・内訳

公募市民

委員構成
・内訳

公募市民

団体代表・推薦 団体代表・推薦

学識経験者 学識経験者

開催日 開催時間帯 開催日 開催時間

回数 回 回数 回

実施
概要

北広島団地地区の容積率の緩和にについて、住民の生活にも影響があることから、検討内容に関する説明会を開催する。

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

開催時期 開催時期

アンケート調査

その他

市民説明会等 ○

パブリックコメント

概要 北広島団地地区の容積率を50％から60％に変更し、多様な世代が多様な住まい方をできるようにする。

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

審議会等

6 2024

整理番号 18 事業名 札幌圏都市計画用途地域の変更（北広島団地地区容積率の緩和）

部課名 企画部　都市計画課
対象事業の

区分
(7)市民生活に重大な影響を及ぼすと市の機関が認める制度の導
入、変更又は廃止



（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率

予定 結果

回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数

回収率

件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数

結果の
公表時期

令和
結果の

公表時期
令和

回

予定 結果

調査方法 調査方法

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

実施にあたり
工夫すること

提出結果

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

意見提出期間

日数 日間 日数 日間

ポスター

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他 町内会回覧

予算内訳 執行額内訳 郵便料：4,020円

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

予定 結果

意見提出時期

参加人数 人 参加人数 ①11　②13 人

対象者 参加内訳 一般市民

回数 回 回数 2 回

場所 場所 広葉交流センター、地域サポートセンターともに

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

その他 その他



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

　容積率の緩和について説明し、住民の懸念事項に対して回答した。

　容積率の緩和について説明し、住民の懸念事項に対して回答した。団地に住む方が参加しやすいように、開催会場を広葉交流センターと
地域サポートセンターともにの2箇所で開催した。

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人 人

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

■ 市民説明会等

予定 結果

予算内訳 委員報酬 交通費

担当課窓口 ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

委員報酬 交通費

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP

執行額内訳

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開 傍聴人数

その他 その他

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

任期： 公募枠 応募者数 結果

委員人数 人 委員人数 出席率

委員構成
・内訳

公募市民

委員構成
・内訳

公募市民

団体代表・推薦 団体代表・推薦

学識経験者 学識経験者

開催日 開催時間帯 開催日 開催時間

回数 回 回数 回

実施
概要

手数料の改正について、申請手数料の額が変更になることから、パブリックコメントを行い広く市民の意見を聞く。

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

開催時期 開催時期

アンケート調査

その他

市民説明会等

パブリックコメント ○

概要
　宅地造成及び特定盛土等規制法が改正され、市が取り扱う事務の範囲が変更となることに伴い、北広島市手数料徴収条例の
改正を行う。

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

審議会等

6 2024

整理番号 19 事業名 北広島市手数料徴収条例の改正

部課名 企画部　都市計画課
対象事業の

区分
(6)分担金、使用料及び手数料の徴収について定める条例の制
定、改正又は廃止



（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

市民参加推進会議 担当課

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率

予定 結果

回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数

回収率

件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数

結果の
公表時期

令和
結果の

公表時期
令和

回

7 1

予定 結果

調査方法 調査方法

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

実施にあたり
工夫すること

提出結果 0 0

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

意見提出期間 令和6年12月25日～令和7年1月24日

日数 日間 日数 31 日間

ポスター

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

予算内訳 執行額内訳

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

予定 結果

意見提出時期

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

その他 その他

開催時期 開催時間帯 開催日 開催時間



○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

改正案について市HPや市役所本庁・出張所等で、広く市民からの意見を聞けるようにパブリックコメントを実施した。
結果は意見の提出が無かったため、改正案のとおり進めた。

意見の提出が無かった。

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人 人

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

■ 市民説明会等

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP

委員報酬

担当課窓口

交通費

予定 結果

予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

ポスター

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開 傍聴人数

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

学識経験者

応募者数 結果

その他

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

その他

任期： 公募枠

委員構成
・内訳

公募市民

委員構成
・内訳

公募市民

団体代表・推薦

委員人数 人 委員人数 出席率

その他

団体代表・推薦

学識経験者

開催時間

回数 回 回数 回

開催時期 開催時期

開催日 開催時間帯 開催日

実施
概要

エルフィンパーク市民サービスコーナーの取扱業務の変更については、市民生活への影響が考えられるためパブリックコメント
を行い、市民の意見を徴取する。

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

その他

パブリックコメント ○

アンケート調査

審議会等

市民説明会等

6 2024

整理番号 20 事業名 エルフィンパーク市民サービスコーナーの運用変更

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 経済部観光振興課
対象事業の

区分
(7)市民生活に重大な影響を及ぼすと市の機関が認める制度の
導入、変更又は廃止

概要
エルフィンパーク市民サービスコーナーの業務について、窓口取扱業務の内容等の見直しを行い、令和7年4月1日から証明交
付を廃止するとともに受付業務を委託する。



（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

市民参加推進会議 担当課

予定 結果

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

7 1

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

提出結果 4 2

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和6年9月1日～9月30日

日数 日間 日数 30 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

開催時間



○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

方針案の変更はなかったものの、パブリックコメントを実施することにより、市民意見を聴取することができた。

意見提出が4件のうち、1件が反対要望であったが、新たな運用で対応できるものとし、方針の修正には至らなかった。残り3件は方針案
に付随するその根拠となる具体的な数値の提示を求めるものであった。

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人 人

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

6 2024

整理番号 21 事業名 北広島市ゲートパーク（駅西口広場）条例及び規則の制定

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 企画部　企画課
対象事業の

区分
(2)市政に関する基本的な方針を定める条例の制定、改正又は
廃止

概要 令和7年度からの広場の施行開始にあたり、条例及び規則の内容について、パブリックコメントを実施する。

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント ○

アンケート調査

実施
概要

条例及び規則の制定に向けて、広く意見を聴取するためパブリックコメントを実施する。

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

その他

開催時間

回数 回 回数 回

開催時期 開催時期

開催日 開催時間帯 開催日

委員構成
・内訳

公募市民

委員構成
・内訳

公募市民

団体代表・推薦

委員人数 人 委員人数 出席率

その他

団体代表・推薦

学識経験者

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

その他

任期： 公募枠

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

学識経験者

応募者数 結果

その他

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開 傍聴人数

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP

委員報酬

担当課窓口

交通費予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

ポスター



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

開催時間

予定 結果

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和6年10月1日～10月31日

日数 日間 日数 31 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 意見提出期間

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

実施にあたり
工夫すること

提出結果 4 4

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

6 11

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和
結果の

公表時期
令和

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

条例及び規則の制定に向けて、広く意見を聴取することができた。

条例及び規則の制定に向けて、広く意見を聴取することができた。



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人 人

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

■ 市民説明会等

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP

委員報酬

担当課窓口

交通費

予定 結果

予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

ポスター

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開 傍聴人数

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

学識経験者

応募者数 結果

その他

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

その他

任期： 公募枠

委員構成
・内訳

公募市民

委員構成
・内訳

公募市民

団体代表・推薦

委員人数 人 委員人数 出席率

その他

団体代表・推薦

学識経験者

開催時間

回数 回 回数 回

開催時期 開催時期

開催日 開催時間帯 開催日

実施
概要

パブリックコメントを行い広く市民の意見を聞く。

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

その他

パブリックコメント ○

アンケート調査

審議会等

市民説明会等

6 2024

整理番号 22 事業名 市民交流広場条例及び規則の一部改正について

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 総務課
対象事業の

区分
(9)公共施設の利用方法について定める条例及び規則の制定、
改正又は廃止

概要
これまでは、市民交流広場の使用申請に際し、窓口への来庁が必要であり、利便性に課題がありましたが、新たに使用申請及
び使用料納付をオンライン化することにより使用者の利便性向上を図るものです。



（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

市民参加推進会議 担当課

予定 結果

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

6 11

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

提出結果 0 0

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和6年10月1日～10月31日

日数 日間 日数 31 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

開催時間



○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

広く市民の意見を聞くためパブリックコメントを実施した。パブリックコメントにおいて提出意見がなかったため、今後はほかの市民参
加の方法についても検討を行う。

提出意見がなかったため、今後は実施期間や周知の方法について再検討する。

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人 人

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP

委員報酬 30,000

担当課窓口

交通費 2,727予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

男女比、年齢構成、地域構成、委員の在期年数及び他の
審議会等の委員との兼職状況等を考慮して選考する。

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開 傍聴人数 0

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

学識経験者 2 行政相談員、人権擁護委員

令和5年度募集済み

1 応募者数 2 結果 1

その他

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

その他

任期： 公募枠

100

委員構成
・内訳

公募市民

委員構成
・内訳

公募市民 1

団体代表・推薦

委員人数 人 委員人数 6 出席率

その他

団体代表・推薦 3 商工会、社会福祉、学校

学識経験者

開催時間 夜

回数 回 回数 1 回

開催時期 開催時期 令和7年7月～令和8年2月

開催日 開催時間帯 開催日 平日

実施
概要

男女共同参画の推進に向けた基礎資料として、男女共同参画にかかる市民意識や実態を把握する必要があることからアンケート
調査を実施した。また、有識者や関係者、市民等による様々な視点からの意見を反映させるための委員会を踏まえて計画案を作
成し、最後にパブリックコメントを行い広く市民の意見を聞く。

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

男女共同参画推進委員会

その他

パブリックコメント ○

アンケート調査 ○

審議会等 ○ ○

市民説明会等

6 2024

整理番号 23 事業名 第3次男女共同参画プランの見直し

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 市民環境部　市民生活課
対象事業の

区分
(1)市の基本構想、基本計画その他市の基本的な事項を定める
計画の策定又は変更

概要
　男女共同参画の推進に関する施策を総合的かつ計画的に進めていくため、各分野における施策の方向性と実施事業を示し
た第3次男女共同参画プランについて、令和7年度が計画期間の中間年であることから、これまでの取り組みを基盤として新
たな課題も踏まえ、計画の見直しを実施します。



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

回収率 28.2

予算内訳 執行額内訳 郵便料76,685円

回収数 回収率 回収数 282

対象者 対象者
①18歳以上の市民1,000人
②市HPから回答の希望者

配布数 件 配布数 1,000 件

実施時期 実施時期 令和6年7月～8月

実施回数 回 実施回数 1 回

予定 結果

調査方法 調査方法
調査票を郵送し、オンラインで回答

（希望者は紙で回答可能）

結果の
公表時期

令和
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

提出結果

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

日数 日間 日数 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

開催時間

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

　 その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

アンケート回収率については想定よりも少なかったものの、計画どおり実施でき、プラン見直しに向けて市民意見や意識を把握すること
ができた。

公募市民を含む様々な立場からご意見をもらい、プラン見直しの参考とすることができた。

オンライン回答のほか希望者は紙でも回答できるようにして回答率の向上に努めたが、想定よりも回答が少なかった。送付対象者のほか
市ホームページからも回答できるようにしてより多く市民から回答を得られるよう努めた。

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない



令和 年度 （ 年度）市民参加実施予定・実施状況評価調書

１　事業概要

２　事業に対し実施する市民参加手続き　※実施する（した）時期に〇を付けてください。

（ ）

３　当年度実施する市民参加方法　※２で「当年度」欄に○を付けたものについて詳細を記入してください。

■ 審議会等（当該事業に関する審議をする（した）回についてのみ記入）

人 ％

人 人

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

人 （ ） 人 （ ）

年 月

～ 人 人 人

人

（ ） （ ）

円 円 円 円

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP

委員報酬

担当課窓口

交通費予算内訳 委員報酬 交通費 執行額内訳

ポスター

公募委員の
選考方法

公募委員の
選考方法

会議の公開 公開 非公開 会議の公開 公開 非公開 傍聴人数

出先機関窓口 その他 出先機関窓口

学識経験者

応募者数 結果

その他

公募時期

募集済 募集予定 令和 公募時期

その他

任期： 公募枠

委員構成
・内訳

公募市民

委員構成
・内訳

公募市民

団体代表・推薦

委員人数 人 委員人数 出席率

その他

団体代表・推薦

学識経験者

開催時間

回数 回 回数 回

開催時期 開催時期

開催日 開催時間帯 開催日

実施
概要

当該事業については、平成18年度から19年間に渡り実施された。事業廃止に伴う条例廃止においては、市民のニーズ把握、理解
が不可欠であることから、パブリックコメントを行い、市民の意見を広く取り入れることとした。

予定 結果

会議等の
名称

会議等の
名称

その他

パブリックコメント ○

アンケート調査

審議会等

市民説明会等

6 2024

整理番号 24 事業名 北広島市レンタサイクル条例の廃止

実施する市民参加の手法 実施時期

実施する（した）手法について☑してください 過年度実施済 当年度 次年度以降

部課名 経済部観光振興課
対象事業の

区分
(7)市民生活に重大な影響を及ぼすと市の機関が認める制度の
導入、変更又は廃止

概要
平成18年から開始したレンタサイクル事業について、貸出件数や事業費、本年度から運用が始まったシェアサイクルの動向を
踏まえ、民間事業者が実施する事業領域に行政が公費を負担し実施する必要性が低くなったため、当該事業は令和6年度の終
了を予定している。事業終了に伴い、レンタサイクル条例を廃止する。



■ 市民説明会等

（ ） （ ）

（ ） （ ）

■ パブリックコメント

（ ） （ ）

件 人

年 月 年 月

■ アンケート調査

件 ％ 件 ％

■ その他

予定 結果

回収率

予算内訳 執行額内訳

回収数 回収率 回収数

対象者 対象者

配布数 件 配布数 件

実施時期 実施時期

実施回数 回 実施回数 回

7 1

予定 結果

調査方法 調査方法

結果の
公表時期

令和
結果の

公表時期
令和

実施にあたり
工夫すること

提出結果 0 0

意見の
取扱い

意見を反映し、案を修正した

案は修正しなかった

その他（感想、案件以外への意見等）

広報 HP 担当課窓口 ポスター

出先機関等
行政資料コーナー その他

出先機関等
行政資料コーナー その他

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

意見提出時期 意見提出期間

ポスター

出先機関窓口 その他 出先機関窓口 その他

令和6年12月15日～令和7年1月14日

日数 日間 日数 31 日間

予算内訳 執行額内訳

予定 結果

開催周知
方法

広報 HP 担当課窓口 ポスター
開催周知

方法

広報 HP 担当課窓口

参加人数 人 参加人数 人

対象者 参加内訳

回数 回 回数 回

場所 場所

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催内容

市民説明会 ワークショップ 市民フォーラム

開催時期 開催時間帯 開催日

その他 その他

開催時間

予定 結果



４　事業実施前の市民参加推進会議の評価、意見を受けての担当課での対応

【評価の視点】 【評価を受けての対応】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】

５　目的の達成状況（総合評価欄に記入のうえ、個別評価欄について該当箇所に☑をして達成状況等を記入してください）

【総合評価】

【個別評価（具体的に行った工夫、市民の意見の取扱いなど）】

審議会等

市民説明会等

パブリックコメント

アンケート調査

その他 （ ）

６　市民参加推進会議の事後評価

【評価の視点】

○市民参加の方法、組合せ、実施時期

○市民参加の目的と目標値

○参加しやすい工夫

○市民意見の取扱い

○その他（特記事項）

【意見】

【評価結果】 適切である おおむね適切である 適切でない

パブリックコメントを実施したものの、意見提出がなかったため、当初の提案から修正は行わなかった。

レンタサイクル事業の現状と廃止に至った経緯をわかりやすく資料にまとめることに努めた。
意見提出が0件であったため、反対意見がないものとした。

市民参加推進会議 担当課

適切である おおむね適切である 適切でない


